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研究成果の概要（和文）：国内外の研究成果を収集・整理し、多様な福祉実践の場における参加と協働の技法と
してのリフレクティング・プロセスの有効性の検討をおこなうため、①文献研究、②北欧における視察調査、③
国内における協働的アクションリサーチを実施した。文献研究および海外での視察調査により明らかとなった多
様な領域でのリフレクティングの活用実態と、その基本となる理論のまとめ、さらに、精神保健福祉専門職によ
る研究会、および、大規模社会福祉法人をベースとした協働的アクションリサーチのプロセスと結果について
は、学術論文、学会報告、著書の形で広く発信をおこなった。

研究成果の概要（英文）：In order to collect and organize research results both in Japan and 
overseas, and to study the effectiveness of the reflecting processes as the participation and 
cooperation in various welfare practice fields, we carried out ① literature research, ② 
exploratory visit to Northern Europe, ③ domestic collaborative action research. We summarized the 
actual situations and the theory of utilization of the reflecting processes in various areas that 
were clarified by literature research and exploratory visit. In addition, we have disseminated 
widely in the form of academic papers, academic reports and books on the processes and the results 
of the collaborative action research based on the research group by PSW and the large social welfare
 corporation.

研究分野：社会学
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１．研究開始当初の背景 
近年、対人援助者が抱える諸々のストレス
や「燃え尽き症候群」といった困難さについ
ては、きわめて広く認識されている。対人援
助に携わる人材の不足、福祉職や看護職等に
おける離職率の高さも社会的課題として顕
在化しており、その要因として、仕事に「や
りがい」を感じられない現状や、対人援助専
門職を取り巻く多様なレベルでのサポート
不足、組織内・組織間・機関内・機関間・同
職種内・多職種間・対当事者（当事者家族）
間等における連携・協働の不十分さが指摘さ
れている。 
しかし、こうした課題に対して、対人援助
者への「ケア」は、職場におけるメンタルヘ
ルスなど個人の心理的ケアに焦点を置いた
取り組みに還元されがちであり、各現場にお
いて重要な役割を担うべきスーパーバイザ
ーの質的・量的な不十分さも各領域で明白な
課題である。さらに、多様な福祉実践の現場
での当事者をも含んだ「参加・協働」のため
の具体的方策にいたっては、まだまだ国内に
おいて、効果的な知識や技術が不足している
と言わざるを得ない。こうした現状を踏まえ
るとき、当事者の参加をも視野に入れながら、
「ケアする人びと」をケアし、サポートする
ための具体的な参加と連携・協働の技法の充
実について検討することは、我が国の福祉実
践の領域において急務である。 
こうした状況を踏まえ、応募者が継続的に
その有効性を研究し、実践を重ねてきたのが、
トム・アンデルセンによって提唱された「リ
フレクティング・プロセス」という画期的な
コミュニケーション・デザインである
（Andersen 1987）。この方法のエッセンスは、
異なるコミュニケーション・システム（複数
のチーム）間のヘテラルキカルな会話の仕組
みにある。すでに世界各地の対人援助領域で
応用が試みられているこの方法について、国
内では、未だその研究はきわめて限定的な範
囲でしかなされていない。 

 
２．研究の目的 
 （１）新たな参加・協働の技法の有効性の
検証のため、本研究では、その前半部分（2014
年度から 2015 年度）において、応募者自身
のこれまでの研究活動を含む、国内外の研究
成果を整理し、多様な福祉実践の場における
参加と協働の技法としてのリフレクティン
グ・プロセスの有効性の検証とをおこなう。
検証作業の一環として、国内外における当該
テーマに関する先行研究の包括的レビュー、
これまでに培ったネットワークを駆使した
国内外の実践者・研究者からの直接的情報収
集、研究会等の形式でのリフレクティング・
プロセス実践の継続と予備調査、パイロッ
ト・スタディーをおこなう。 
（２）多様な福祉実践の現場での技法活用を
可能にする具体的プログラムの開発と体系
化のため、本研究では、その後半部分（2015

年度から 2016 年度）において、前半の検討
を踏まえ、実際の福祉実践現場で活用可能な
リフレクティング・プロセスを用いた参加・
協働技法の具体的プログラム開発と、その教
育・実践・評価プロセスの体系化を試みる。
具体的には、複数の福祉実践の場（高齢者福
祉施設における多職種連携、精神保健福祉活
動における機関間連携、地域福祉活動におけ
る住民参加）で、当該プログラムを実際に試
行、評価し、必要な改善をおこない、改訂版
のプログラム構築までを目指す。このことは
2007 年度以来の研究プロジェクトの集大成
でもある。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、研究方法の中軸として協働的
アクションリサーチの手法を用いることに
より、複数の福祉実践の現場との協働的な取
り組みのなかで、リフレクティング・プロセ
スを応用した参加と協働のための具体的な
教育・実践・評価のプログラムを開発する。
研究の前半部分（2014 年度から 2015 年度）
では、多様な福祉実践の場における参加と協
働の技法としてのリフレクティング・プロセ
スの試行と調査による有効性の検証に焦点
を置く。研究の後半部分（2015 年度から 2016
年度）では、前半の検討を踏まえ、実際の福
祉実践現場で活用可能なリフレクティン
グ・プロセスを用いた参加・協働技法の具体
的プログラム開発と、その教育・実践・評価
プロセスの体系化を試みる。こうしたプロセ
スの全段階は、研究者と参加者である対人援
助専門職との間の協働として遂行される。 
 
４．研究成果 
（１）2014 年度は、研究代表者自身のこれま
での研究活動を含む、国内外の研究成果を収
集・整理し、多様な福祉実践の場における参
加と協働の技法としてのリフレクティン
グ・プロセスの有効性の検討をおこなった。
具体的には以下の通り。 
①国内外における当該テーマに関する先行
研究の包括的レビュー、これまでに培ったネ
ットワークを駆使した国内外の実践者・研究
者からの直接的情報収集、研究会形式でのリ
フレクティング・プロセス実践の継続等に取
り組んだ。 
②８月末から９月初旬にかけては、リフレク
ティング・プロセス活用の先進地域であるデ
ンマークにおいて、各分野での活用状況につ
いて幅広く情報収集を実施するとともに、ロ
スキレで開催されたリフレクティング・プロ
セスに関する国際会議に参加し、各地の研
究・実践の最新状況について、北欧を中心と
した欧米圏の研究者・実践者らと情報交換し
た。 
③続いて訪問したフィンランドにおいては、
リフレクティング・プロセスとの関連が深く、
近年、世界各地で注目が高まるオープン・ダ
イアローグの発祥の地であるケロプダス病



院を訪問し、その実践現場にも参加しつつ、
情報収集に取り組み、その成果について国内
の研究会や学会誌等に報告した。 
（２）2015 年度は、協働的アクションリサー
チを通したリフレクティング・プロセスの有
効性の検証に向け、以下のような取り組みを
おこなった。 
①精神保健福祉専門職による研究会をベー
スとした精神障害者向けB型作業所における
利用者と職員のリフレクティング・トークの
実施をおこなった（広島県）。具体的には、
就労継続支援 B型事業所における利用者・職
員間の対話を開くことを目的に、演者ら RPP
研究会のメンバーが、リフレクティング・ト
ークにおける会話の進行役、ファシリテータ
ー役を担当した。実践の枠組みとしては、イ
シュー提供者グループ、利用者グループ、職
員グループの三つのグループにおける会話
を順に折り重ねながら、対話的空間を醸成し
ていった。その結果、利用者側からも、職員
側からも、肯定的評価を得た。 
②社会福祉法人をフィールドとした医療・福
祉の専門職間連携、組織間連携の実態調査と
その分析結果に基づくリフレクティング・プ
ロセスの導入をおこなった（山口県）。具体
的には、大規模社会福祉法人の全職員を対象
とする連携実態調査を実施し、その分析結果
として各部署・各職種間の連携をめぐる認識
のズレを明らかにし、その結果を全職員が参
加可能な研修会の場で共有するとともに、連
携推進におけるリフレクティング・プロセス
の働きについて説明し、実践研究への導入を
促した。その後、各部署間のリフレクティン
グ・トークを実施するとともに、効果測定を
おこなった。 
③国外の先進地域におけるリフレクティン
グ・プロセス実践状況の整理と紹介。 
（３）2016 年度は、リフレクティング・プロ
セスの理論的整理、および、参加・協働のた
めの汎用的プログラムの構築とその社会発
信をおこなった。また、日本国内では知られ
て来なかった北欧の刑事司法領域における
参加・協働の技法としてのリフレクティン
グ・プロセスの活用実態についての現地調査
をおこなった。具体的には以下の通りである。 
①精神保健福祉専門職による研究会をベー
スとした利用者と職員のリフレクティン
グ・トークの実施とその内容分析（広島県）： 
2008年に広島県にて始動したRPP研究会をベ
ースに、これまで取り組んできた多様なリフ
レクティング形式の対話のワークの振り返
りと理論的整理をおこなった。その成果を精
神保健福祉士学会にて共同発表した。 
②社会福祉法人をフィールドとした医療・福
祉の専門職間連携、組織間連携の実態調査と
その分析結果に基づくリフレクティング・ 
プロセスの導入（山口県）：病院、高齢者福
祉施設、障害者福祉施設等を有する当該地域
の医療・福祉の拠点となる組織において、多 
職種間連携、多組織間連携を推進するため、

協働的アクションリサーチを実施した。具体
的には、全職員を対象とした連携の実態調査 
の分析結果にもとづき、職種間・部署間のリ
フレクティング・トークの導入とその評価を
進めた。 
③国外の先進地域におけるリフレクティン
グ・プロセス実践状況の整理と紹介：デンマ
ーク、スウェーデン、ノルウェーを訪問し、 
日本国内では全く知られて来なかった北欧
の刑事司法領域における参加・協働の技法と
してのリフレクティング・プロセスの活用実
態について現地で調査をおこない、その成果
を各学会での報告や学会誌への論文の形で
発信した。 
 以上に加え、2016 年度には、我が国におけ
る初の体系的なリフレクティング・プロセス
の基本書となる『リフレクティング：会話に
ついての会話という方法』を単著として刊行
した。 
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